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国歌斉唱 

ロータリーソング 「奉仕の理想」 

来客紹介 ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

四つのテスト唱和 職業奉仕委員会 

会長時間 

幹事報告 

委員会・同好会報告 

ニコニコ箱 

卓話時間 「私が見たカンボジア 

～地雷原だった村の復興」 

 ＩＭＣＣＤ国際地雷処理・地域復興支援の会 

 広島支部長  久保田 夏菜 氏 
  

 

 

ご来会のお客様、ようこそお越し下さいました。会員一同心より歓迎

申し上げます。また、本日卓話をいただきます久保田さん、ＩＭでは

お世話になりました。後ほど楽しみしています。 

９９年前の大正５年５月にインドの詩人タゴールが来日しています。

その時、日本の国家主義を批判し、親交のあった岡倉天心の墓を訪

れ、天心ゆかりの六角堂で詩を詠んでいます。アジア初のノーベル

文学賞詩人は行く先々で歓迎され、詩や警句をいくつも残していま

す。そのなかの一つに次のような言葉があります。 

―どの赤ん坊も、神はまだ人間に絶望していないというメッセージ

をたずさえてくる。 

どのような時代であれ、新しい命はそれ自体が神聖で未来そのもの

をあらわしています。だが皮肉にも自然の摂理は、いつどこで生ま

れ、誰を父母にするからは選ぶことはできません。これを仏教的に

言い換えると、無明が因（もと）で父母を縁として命は宿り、男女の交

わりという因縁の和合で、新たな命が誕生します。だから父母を選べ

ない子・子を選べない父母という無明（まよい）から出発しています。 

ところで、世界では小学校に通えない子が約５，７００万人にのぼり、

５歳から１４歳の１５％が児童労働に就いている統計数字を見て心が

痛みます。国内に目をやると、こどもの貧困率が１６．３％で、６人に

１人が貧困であることを意味します。そのことがもたらす落差には驚

きます。タゴール来日と同じ年、経済学者の河上肇が、「貧乏物語」

を新聞紙上に連載して反響を呼びました。曰く、 

―生まれ持った天分を伸ばしてゆくのに必要な物資を得ていない

者は、すべて貧乏人と称すべきだ、と。 

育つ力をもれなく支える機会平等の仕組みを考える、―そんな社会

にするのは私たち大人の責任でもあります。そこで、当クラブに設立

された奨学育英資金の充実と支援に改めて注目するときかもしれま

せん。今、新緑にまぶしい五月晴れの天空に、昇り竜のごとく勇壮

に吹流しがはためいています。先週５日は、皆でこどもを考える「こ

どもの日」でした。ご清聴に感謝し、会長の時間を終わります。 
 

 

 

 
左から、秋山会員・中山副会長・三宅会員・森会員・岩森会員 

おめでとうございます！ 
 

 

 

*ネパール大地震に対する義援金ですが、会員1人当たり１，０００円

をニコニコ箱から拠出し、地区に送ります。日本で取り纏めた義援

金はネパール米山学友会に届けられます。 

*この４月より当クラブがお世話をすることになりました米山奨学生の

ダス･ラリット･クマールさんはネパール出身の方です。当クラブとし

てはダスさんを通じて行える支援があればそちらにも協力をしてい

くこととなりました。 

*ガバナー月信（BＯＸ配布） 

*２０１５-１６年度会員名簿記載事項確認のお願い（BＯＸ配布） 
 

 

 

次年度幹事報告  上河内会員 

事業計画書の提出期限は２１日（木）です。遅れない様お願いしま

す。 

■本日の例会    ２０１５年５月２１日（木）    第２２２５回 

ロータリーソング 「われらの生業」 

来客紹介 ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

連続出席表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会・同好会報告 

ニコニコ箱 

卓話時間 「マリーナホップの再生とこれから」

 ㈱第一ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ 代表取締役社長 

 杉川  聡 氏（広島西南ＲＣ所属）

前回例報告   ２０１５年５月１４日（木）  第２２２４回 

会長挨拶                会 長  河本 浩一 

幹事報告                 幹事  合田 尚義 

委員会報告 

会員誕生月お祝い 
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ゴルフ同好会  

宮崎遠征報告 

５月９日（土） 

宮崎ﾌｪﾆｯｸｽＣＣ 

優勝 島本章生会員 

５月１０日（日） 

ＵＭＫＣＣ 

優勝 久保豊年会員 

 
 

 

 

【自主出宝】 

河本会員･中山会員･合田会員･二井本会員･佐々木会員 

久保田夏菜様、２月のｲﾝﾀｰｼﾃｨ･ﾐｰﾃｨﾝｸﾞにおきましては、司

会の大役をありがとうございました。本日は当ｸﾗﾌﾞ例会にお越し

頂き、ありがとうございます。卓話を楽しみにしております。 

炭田会員◆ 無事、手術も終わりました。 

岸本会員★ 先般４月２４日の創立４６周年記念例会が盛大に

執り行われました。誠にありがとうございました。今後ともよろしく

お願いします。 

山本(忠)会員◇ 先月２４日創立４６周年記念例会に在籍４０年

以上御会員に花束を頂きました。私もその中の一員として頂き、

ありがとうございました。 

高原会員◇ 久保田夏菜様、本日の卓話を楽しみにしていると

ともに今後の活躍を心より祈念しています。 

山坂会員 本日の卓話は広島大学の後輩でRCCｱﾅｳﾝｻｰの久

保田さんです。皆さん、よろしくお願いします。 

越智会員･岡部会員 久保田さん、本日はようこそ広島北ＲＣに。

卓話よろしくお願いします。またﾊｰﾚｰに乗ってﾂｰﾘﾝｸﾞに行きま

しょう。 

ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会(島本･山内･菅･小林･秋山･浦･岡本･岡

田･森･樽本･竹内･金井) 先月２４日の創立４６周年記念例会&

懇親会に１００名の会員及びご夫人がお集まり頂き、有難うござ

いました。北ＲＣらしく品のある会になったなら嬉しい限りです。 

中山会員 本日は誕生日のお祝いをありがとうございました。５

月生まれの会員が昨年の３名から５名に増えました。賑やかに

なってうれしいです。 

森会員◇ ①先日は、家内の誕生日に素晴らしい花を有難うご

ざいました。②本日は、私の誕生日のお祝いを有難うございまし

た。４６歳になります。今後ともご指導宜しくお願い致します。 

秋山会員 誕生日の祝いを頂きありがとうございます。３９歳にな

ります。若手の気持ちを保ちながらもしっかり努めて参りたいと思

います。 

岡本会員◇ ①４月２４日創立４６周年記念夫人同伴懇親会で

司会を務めさせて頂きました。慣れない司会でしたが、皆様のご

協力により無事終えることが出来ました。ありがとうございました。 

②５月２日から「萩往還ﾏﾗﾆｯｸ２５０ｋｍ」の部を走りました。結果

は３７時間２４分で完走者２４０人中１２位でした。今年は気象条

件が厳しく、半数以上がﾘﾀｲｱしましたが、何とか７年連続完走

することができました。１０回完走目指して頑張ります。 

島本会員 先日の多打喜会宮崎ﾌｪﾆｯｸｽ例会にて大雨かつ大

風の中、優勝させて頂きましたので、出宝いたします。 

島本会員 小林会員が経済ﾚﾎﾟｰﾄに載っているのを見ました。

男前に写っていましたよ。 

久保(豊)会員 多打喜会の宮崎遠征の２日目、ＵＭＫｶﾝﾄﾘｰｸﾗ

ﾌﾞにて優勝しました。参加頂いた皆様ありがとうございました。 

山下(江)会員 ５月２日の釣鯛会では一人１００匹の爆釣り！！ 

幹事の山内さん、皆さんに感謝。 

山坂会員 ４月２７日に鉄ぱん屋弁兵衛６店目の福山駅前店を

ｵｰﾌﾟﾝしました。よろしくお願いします。 

高原会員 私のｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸは子供たちのいる東京で孫達と

楽しい思い出を作ったことでした。 

 

当日計 82,000 円（内、ｗｅｂ10,000 円） 累計 1,212,000 円 

★=10,000 円 ☆=5,000 円 ◆=3,000 円 ◇=2,000 円 

 
 

 

 

『私が見たカンボジア ～地雷原だった村の復興』 
 

ＩＭＣＣＤ国際地雷処理・地域復興支援の会 

広島支部長  久保田 夏菜 氏 （ＲＣＣｱﾅｳﾝｻｰ） 

 

内戦の爪痕として、今でも４

００万～６００万の地雷が埋

められていると言われるカン

ボジア。「地雷」と聞いてイメ

ージするのは、「怖い」「か

わいそう」「貧しい」という言

葉ではないでしょうか？私も

カンボジアの村を訪れるまではそうでした。 

しかし、現実は違いました。確かに、地雷によって命を落とし、傷

を負った人たちは多数いますが、村人は、地雷に怯え振り回さ

れるどころか、地雷を現実として受け止め、しっかりと前を向いて

生きているように見えました。内戦中は、家族を守るために、敵も

味方も関係なく、家の周りに自分たちで地雷を埋めたと聞いて

いますので、そうせざるをえなかったのかもしれません。 

地雷爆破処理の時には、近所のおばさんが赤ちゃんを抱いて

見に来たり、学校へ行く途中の子どもが自転車に乗って来て、

世間話をしながら見届ける…。驚くほど、当たり前の日常のよう

に行われました。 

「生」と「死」。この２つの言葉は、私たち日本人よりも身近なとこ

ろにあるのだと思います。そのような環境の中で生きる村人たち

は逞しく、表情１つ１つに生きる力を感じました。 

「怖い」「かわいそう」「貧しい」といった言葉を並べていた自分が

とても小さく思えました。私は、カンボジアの地雷原だった田舎

の小さな村を訪れる度に、人間の生きる力を肌で感じさせてもら

っています。その村人たちのために、カンボジアの現状につい

て伝えていくことが私の使命だと感じています。 

 

 

■出席報告  出席委員会 

２０１５年５月１４日（金） 会員数 ８６名 

出席 ７２名  欠席 １４名 

来賓  １名  来客  ２名 

４月１６日例会出席率  ９８．７８％ 

■来客紹介  ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

黒木 正純 様（広島南） 

田村 治重 様（広島南） 

■次回例会 ２０１５年５月２８日（木）１２：３０～ 

臨時総会 「2016-17 年度幹事選出」 

卓話  「退任挨拶」 

G6 ガバナー補佐   髙原 宏之 会員 

ガバナー補佐幹事  粟屋 充博 会員 

食事  洋食 

卓話時間  
ニコニコ箱                  ニコニコ委員会 

同好会報告 


